
編集後記 

■全国的に猛暑の夏となっておりますが、みなさまいかがお過ご

しでしょうか。京都大会が開催される頃には、過ごしやすい気候

になっていてくれることを祈りつつ、編集作業を進めております。

今号は、編集作業が大詰めとなる時期に、副編集委員長である中

村渉先生は EBRS 参加のためにドイツに、編集委員長である私

はは大学の業務でタイに出張中となりました。メールでやり取り

をしながら、大学のオフィスにいるときと変わらない様子で作業

を進め、発刊に至っております。テクノロジーの発達に感謝しつ

つも、出張は何かができない理由にはならない時代であることも

実感した次第です。 

■今号では、池田正明先生に総説をご寄稿いただきました。

Bmal1 の発見にまつわる研究人生の振り返りとでも言いましょ

うか、学会誌ならではの読みものとなっております。時計遺伝子

が次々と発見されていった時代を、懐かしく振り返る方もいらっ

しゃれば、新しい情報として読まれる方もいらっしゃるでしょう。

池田先生の書かれた「多くの人との出会いが Bmal1 発見へ導い

てくれたように思う。出会いの機会がどれか一つ無かったとして

も、この結果は導かれてなかったような気がする。」（P81）とい

う文章が、とても印象に残っています。まったくその通りだと思

いますし、今後も色々な場所での、様々な出会いを大切にしてい

けたらと改めて感じた次第です。

■ご存じの通り、時間生物学会の理事選挙が行われました。次

号「時間生物学」（2026 年春号）発刊時には、編集委員会も新体

制でのお届けとなる予定です。著者としてご協力いただいた

方々、読者である学会員のみなさまあってこその学会誌です。

この場を借り、編集委員会を代表して、厚くお礼申し上げま

す。また、現体制で編集委員としてご活躍いただいた先生方に

も、感謝いたします。 

(吉川) 

■8 月下旬、ドイツ・リューベックで開かれた第 18 回欧州生物リ

ズム学会（EBRS）に参加してきました。思えば 2009 年ストラス

ブールでの第 11 回以来。日本時間生物学会奨励賞をいただいて

登壇した、若手研究者としての一生の思い出です。あのとき同じ

セッションで若手奨励賞を受けた安尾しのぶ博士と、16 年後の今

回、再び一緒に参加できたのも不思議なめぐり合わせでした。互

いに立場は変わりましたが、研究者としての責任を確かめ合うよ

うな時間でもありました。現地の熱気や若手の挑戦の様子は、参

加記を依頼していますので、次号（2026 年春号）に掲載予定です。

どうぞお楽しみに。 

■本号には、本間研一先生による故・廣重力先生の追悼文が掲載

されています。北大学生委員会第一小委員会におけるご尽力や、

北大総長としてのご姿勢を直接に知る世代としては、廣重先生の

歩まれた道が現在の私たちの活動をも支えていることを改めて

実感いたします。理念と手腕を兼ね備え、研究者・教育者・大学

人としての在り方を示された廣重先生に、心より敬意を表します。 

■三年間にわたり、吉川朋子編集委員長のもとで副編集委員長

を務める機会をいただきました。その間「持続可能な学会誌」

という旗印をかかげ、委員会全体の協力が形になっていく過程

を間近で見てこられたことは大きな学びでした。また、確かな

ビジョンに寄り添いながら、実際に誌面づくりに関わる楽しさ

を味わうことができました。編集後記を記すにあたり、ともに

歩んできた編集委員の皆さまに、心より感謝申し上げます。 

(中村) 

■今号は、総説や研究室便り等に加えて、学術大会の抄録も加

えて構成されています。京都大会が楽しみですね。八木田大会

長のもと、「「Chronobiology for Life, Society, and the 

Earth」というテーマで、生命、社会、地球さまざまな視点から

みなさまとディスカッションできますことを楽しみにしており

ます。 

■学会誌の構成とコンテンツの検討、執筆者への依頼と原稿の

回収・整理、印刷所に入稿するまでのあれこれ･･･、編集委員会

に参加させて頂き、いろいろなことを学ぶことができました。

吉川朋子編集委員長、中村渉副委員長の真摯なお仕事ぶりに

は、いつも本当に頭が下がりました（私の力不足、申し訳あり

ません！）。来号からは編集委員の構成が変わりますが、「持続

可能な学会誌」が進化、深化していくことと思います。 

(駒田) 

時間生物学 Vol.31, No. 2 (2025) 令和 7 年 9 月 20日発行

発行：日本時間生物学会（http://chronobiology.jp/）
（事務局） 〒606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学理学研究科植物学教室
小山研究室内

TEL/FAX：075-753-4135 
Email：chronobiology.jp@gmail.com 

（編集局） 〒930-8555 富山県富山市五福 3190 
富山大学国際機構

吉川朋子研究室内
TEL：076-445-6972 
Email：tomokoyn@ctg.u-toyama.ac.jp 

（印刷所） 名古屋大学消費生活協同組合 印刷・情報サービス部

今号の表紙

古山寧々　「☆¿※◉♯」が私を擬物化すると（2023）　メディアインスタレーション

　《「☆¿※◉♯」が私を擬物化すると》は、「部屋の中にあるモノ」視点でみた私の動きや姿を想像し、「モノ視点での私」を動く
彫刻としてして表現する試みである。モノからみた人間の姿を『擬物化』と名づけ、シリーズとして制作を行なっている。
　この作品を作ったのは、Covid-19のパンデミックの中で自宅で一人過ごすことを余儀なくされた時期だった。外の世界から切り
離される中で、改めて自分と「部屋の中にあるモノ」との関係性を考え直すきっかけになった。例えば、私が「パソコン」と関わ
るとき、私は指でキーボードに触れる。このとき「パソコン」からは、私という人間はどのようにみえているのだろう。 「パソコ
ン」にとって、私は「キーボードに触れる」という点で、指のみを身体とする生き物として認識されるのではないだろうか。「パ
ソコン」だけではない。「メガネ」からは、私はどのようにみえているのか？ 「インターホン」からは？「アイスクリーム」から
は？
　それぞれのモノには、それぞれの知覚があり、それぞれの世界があると考えてみる。 人間は、人間以外のものを人になぞらえ
て理解したり、表現したりする。このことを「擬人化」という。だとすれば、人間以外のモノが人間を理解する際には、モノは人
間をモノになぞらえているかもしれない。そうした、モノが人間をモノになぞらえることを、「擬人化」ならぬ「擬物化」と呼ん
でみる。「擬物化」された私はきっと、人間とはまるで異なる姿や動きをする、ヘンテコな存在にみえているにちがいない。

左から：「アイスクリームが私を擬物化すると」「ベッドが私を擬物化すると」「パソコンが私を擬物化すると」

古山寧々　Nene Koyama　アーティスト。1999年、岐阜県生まれ。多摩美術大学メディア芸術コースを卒業後、同大学院を修了
し、現在は東京科学大学情報理工学院の研究員として作品を制作している。作品のテーマは「人間と人間以外の関係」や「人間以
外からみた人間」である。これらを探求する中で、電子工作やバイオアートを中心に、科学技術と芸術を融合させた表現方法を模
索している最近の展示には、ICCキッズプログラム2023、TUBshowing2023、そして「inter_」多摩美術大学大学院情報デザイン
領域研究成果展2024がある。第29回学生CGアワード入選, 2023年度卒業制作優秀作品
https://nenekoyama.github.io/my-website/                             

表紙担当・装丁担当より：シンプルかつ斬新な視点で、かつ、とても巧妙に構成された動的なインスタレーションです。すべて動
く作品群で、子供から大人まで楽しめるだけでなく、普段と違ったことを色々と考えさせられたり、刺激されたりするeye-
openingな展示でした。ぜひ動画でユニークな動きをご覧ください。 
https://www.youtube.com/watch?v=zFHOOUSewc0 （岩崎秀雄）
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